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3. 所 得 制 約 と 製 品 欲 求 の 関 係
現 在 の 所 得 の 利 用 、 過 去 の 所 得 の 利 用 、 未 来 の 所 得 の 利 用 、 そ し て 所 得 の 逐 次 的 使 用 に よ り 、 消
費 者 行 動 に お け ろ 所 得 制 約 は 、 套 動 可 能 で あ ろ こ 芦 か 記 冰L 七 所 得 制 約 は 、 訟、対 的 に 固 ま 的 か 心
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の で は な い 。 そ れ は 、 製 品 欲 求 と の 関 わ り に お い て 、 相 対 的 な 力 関 係 を 持 っ た も の で 、 状 況 に 応 じ
て 変 動 す る 。 こ の こ と を 本 論 で は 、 検 証 し て み よ う 。 そ の 為 に 、 次 の 仮 説 を 設 定 す る 。
仮 説 『 消 費 者 の 購 買 行 動 に お い て 、 所 得 は 絶 対 的 な 影 響 力 （ 拘 束 力 ） を 持 つ も の で は な い 』
消 費 者 の 購 買 行 動 に は 、 他 の 要 因 を 所 与 と し た 場 合 に 、 製 品 に た い す る 欲 求 と 所 得 制 約 の 程 度 、
両 者 の 影 響 の 下 に 決 定 さ れ る 。 そ れ ぱ 、 消 費 者 の 製 品 欲 求 の み に よ っ て 決 定 さ れ る も の で も な く 、














購買 行動に おけ る所得制 約と製品欲求 の関係 in
数が空腹感、所持金額、1 ヵ月のお金、そして年間所得の4 つである12)。V
―p 十biX 汗b. ×2十bs×3十b4χ4十ε ‥・(1)(Y=
＝昼食代金、a ＝定数項、b,,、ba、b3、hi ―偏回帰係数、x, ＝空腹感、x, ＝所 持金額、X3 こ1 ヵ
月のお金、X, ＝年間所得、s ＝攬乱項)
最小2 乗法による回帰方程式の計算結果は(1)' 式に示す。回帰方程式全体の有 意性をチ
ェックす
ると13)、F 値 は5.828 を示している。 このF 値は、確率0.0001 のレベルで棄却域 に 入る。 したが っ
て、この回帰方程式は、有意水準0.01 ％の高いレベルで十分有意に設定されたと判定で きる。この
回帰方程式を分析することは意味がある。
そ こに含まれる変数 に関して、偏回帰係数b. のt 値は3.853 、b.のt 値は2.359 、b3のt 値1.046 、b4
の 七値は－0.190 である。両側検定で、それらt 値は、それぞれ0.0001 、0.0189 、0.2965 、0.8494




るとは限らなt 。ヽあるいは逆に、1 ヵ月のお金や年間所得が低いからと言って、 必ず低い昼食代金
に関係するとは限らない。高額な単位の所得、あるいは時間スパンの長い所得は 、昼食代金とは関
係しない。このことは、常識的な判断から も納得できる。Y
＝265.882 ＋26.334 ×1 十〇、〇〇2×2 十〇。000×3 －1.063 ×4 ・‥(1)'(8.411)(3.853)(2.359)(1.046)(-0.190)t
値R'
＝0.0611AdiR 匹0.0506F 値＝5.828Prob ＞F0.0001n こ362
空腹感、所持金額、卜
を見るために、(1)" に示される標準偏回帰係数を算出した。それに よると、t 値と同様に空腹感と
所持金額の標準偏回帰係数の値が大 きくなり、1 ヵ月のお金と年間所得のそれが小さくなっている。
そこにおいて、空腹感の標準偏回帰係数が最も大 きい値を示しており、昼 食代金 にたいして大きな
影響力を持っていることが読み取れる。同様に、所持金額の標準偏回帰係数も大 きい、それも昼食
代金にたいして大きな影響力を持っていることがわかる。Y
＝0,000 十〇。198×1 十〇。128×2 十〇。056×3 －0.010×4・‥(1)"(1)"


























(2) ジ ー ン ズ 、 靴14) ■
■(2)
－l ジ, ン ズ
前 節 と 同 様 の 手 続 を 、 も う 少 し 高 い 価 格 と 思 わ れ る ジ ー ン ズ と 靴 に 関 し て 、 行 っ て み る 。 こ こ で
は 、 次 の(2) 式 の よ う な 線 形 回 帰 方 程 式 を 設 定 す る 。 こ の 式 は 、 フ ァ ッ シ ョ ソ ヘ の 関 心 度 、 所 持 金
額 、 卜
い う 意 味 に な る 。 従 属 変 数 が ジ ー ン ズ の 所 有 枚 数 、 独 立 変 数 が フ ァ ッ シa ン へ の 関 心 度 、 所 持 金 額 、1
ヵ 月 の お 金 、 年 間 所 得 、 貯 蓄 、 そ し て ロ ー ン の6 つ で あ る 。Y
＝a 十b,X 汁ba ×2 十b3 ×3 十b4X 汁b5 ×5 十be ×6 十 ε ‥ べ2)(Y














＝2.671十〇。018×1 十〇.000×2 十〇。019×3 十〇。002×4 十〇.122×5 十〇。233×6 ‥・（2)'(0.405
）（0.049） （0.000） （0.006） （0.066） （0.067） （0.109）t 値R'




































＝3.341十〇.0404×1 十〇.000×2 十〇。028×3 十〇.115×4 十〇。183×5 十〇.024×6 ‥・（3)'
（0.500）（0.061） （0.000） （0.007） （0,081） （0.082） （0.135）t 値R'=0.127AdjR^
















る。ここでは、次の（4）式 のような線形回帰方程式を設定する。この式は、所持金 額、1 ヵ月のお
金、年間所得、貯蓄、そしてP ーンの変動が自動車免許証の所有に影響を与える とい う意味になる。
従属変数が自動車免許証の所有・非所有、独立変数が自動車免許証の必要度、所 持金額、1 ヵ月 の
お金、年間所得、貯蓄、そしてロ ―ンの6 つである。Y=a
十b,X 汁b2 ×2十b3×3十b4×4十bs×5十b6X 汗 £ ‥べ4）
（Y ＝自動車免許証の所 有・非所有、0., 定数項-.b!,b, 、臨、b4、bs、b6＝偏回 帰係数、X, ＝自動
車免許証の必要度、X2 ＝所持金額、X3 ＝1 ヵ月のお金、X4 ＝年間所得、X5 ＝貯蓄 、X, ＝ ロ ーン、
£＝攬乱項）
最小2 乗法による回帰方程式の計算結果は（4）'式に示す。回帰方程式全体の有 意性を チェックす
ると、F 値は2.577 を示している。このF 値は、確率0.0188 のレベルで棄却減に入 る。した がって、
この回帰方程式 も、有意水準0.1 ％のレベルで十分有意に設定されたと判定でき る。 こ の回 帰方 程
式を分析することは意味がある。
そこに含まれる変数に関して、偏回帰係数b, が、 七検定で、0.1 ％水準で有意であ る。そ の他、b.
、b.、b4、bs、そしてbe は、全て統計的に有意でない。自動車免許証の所有にたいして、偏回帰係
数bs の1 ヵ月のお金が、統計的に有意な変数 として、認められる。製品欲求とし ての自動車免許証
の必要度は、統計的に有意でない。Y=0.199
十〇.021×1 十〇。000×2 十〇.003×3 十〇.000×4 －0.000×5 十〇。012×6 ・‥（4）'
（1.693 ）（0.786 ）（1.212） （0.162) （0.005 ） （0.000 ） （0.552 ）t 値R'
＝0.045AdiR' ＝0.027F 値＝2.577Prob ＞F0.0188n ＝336
上述のt 値による判断と同様のことが、（4）"に示 される標準偏回帰係数から読 みと れる。 標準
偏回帰係数bs のみが、0.162 と、小数点第一位の数値を示している。その他、 標 準偏 回帰 係数b. 、bz
、b4、bs、heは、それぞれ0.043 、0.069 、0.162 、0.0003 、-0.000003 、0.031 と小数点第二位以下の
数値を示 してい る。Y
＝0.199 十〇。043×1 十〇.069×2 十〇・.162×3 十〇。000×4 －0.000×5 十〇.031×6 ‥ べ4）"
結局、t 検定 と標準偏 回帰係数から判断すると、製品欲求の測定変数である自動車免許証の必要
度が、所得変数、特に1 ヵ月のお金に比較して、小さな値である。これぱ、ジーンズと靴の場合と















＝0.228十〇。109×1 十〇。000×2 十〇.001χ3十〇。000×4 十〇。002×5 十〇。018X・6 ・‥（5）'
（1.961)（4.092）（0.697） （0.876） （0.004） （0.139) 犬（0.948）t 値R'
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昼食代金の平均金学は、373.7 円であった。欲求の代替測定値である空腹感は、死ぬほ ど空腹であったか
ちほとんど空腹ではないまでの5 段 階評価で、測定した。平均値は、3.26 である。所 持金額の平均は8110.5
円であった。年間所得は、やはり5 段階評価で行い、平均値は3.7 であった。標本詳 細は、拙稿
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